
Formadur PH X Superclean
ポリッシング性の基準となる耐食工具鋼
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プラスチック金型製造の至宝

この特徴を持つ金型の優れた点は、凝縮及び
冷却水に耐性があることです。また、通常は加
工中に酸が分離し工具鋼を腐食する材料で
ある、ポリ塩化ビニールやアミノプラストとい
ったプラスチックにも耐性があります。さらに
重要な特徴は、特に生産時間の短縮という観
点から見た場合に、その類まれなポリッシン
グ性にあります。 Deutsche Edelstalhlwerke 
はこの課題に対し、析出硬化可能な高性能
鋼、PH42及びPHXを開発しました。

金型製造に一般的に使用される耐食工具
鋼の大部分とは対照的に、 Formadur PH X  
Superclean は、最小限の炭化物を含んでいま
す。材料の均質なミクロ組織の結果として、粗
加工後の応力除去焼鈍は不要であり、従来の
材料よりもさらに有利です。

Formadur PH X Superclean の卓越したポリッ
シング性、耐食性、寸法安定性は、プラスチッ
ク金型の世界で新しい基準を確立しました。

プラスチック金型製造における現在のトレンドは、2つの特徴、すなわち耐食
性および最高のポリッシング性を併せ持つことです

プラスチック金型製造の至宝
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プラスチック金型製造の至宝

Formadur PH X Superclean 1.2316

切削性 ++ ++

耐食性 ++++ ++

熱伝導率 + +

靱性 +++ +

ポリッシング性 ++++ ++

形状保持性 ++++ ++

特性比較

Formadur PH X Superclean は、優れた耐
食性と非常に優れたポリッシング性を持つ
析出硬化型再溶融鋼です。この類まれなプ
レミアム鋼は Formadur 2316 を基にして
開発されました。

Formadur PH X Superclean は、高品質な
表面の最も要求の厳しい要求を満たすた
めに、特に適しています。そのミクロ組織
および加工硬度は、非常に優れたポリッシ
ング性の鍵となります。

Formadur PH X Superclean の製造におい
ては特別な技術が適用され、その結果、非
常に低い応力と加工段階での抜群の形状
保持性能を有しています。

Formadur PH X Superclean は、38〜42HRC
の標準硬度で納入されるため、追加の熱
処理を必要としません。

–

–

–

–

プラスチック加工の世界では、収益性は金型
に使用される鋼種の性能、信頼性、品質に大
きく依存します。 Formadur PH X Superclean
の優れた利点により、プラスチック部品メーカ
ーがこのグレードを使用した場合は、収益性、
生産性、品質の大幅な向上が可能です。

耐食工具鋼で最高のポリッシング性が要求さ
れる場合は、 Formadur PH X Superclean を
お勧めします。
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Formadur PH X Superclean

金型および金型インサートは、自動車産業に
おける Formadur PH X Superclean （例えば、
ヘッドライトリフレクタ用）の典型的な使用用
途です。それは光学産業における（例えば、眼
鏡レンズおよび光学インサート）と同様です。
この特に清浄な材料は、化学産業および航空
産業の部品にも同様に使用されます。 高レ
ベルのポリッシング性、形状保持性、耐食性が
要求される時、 Formadur PH X Superclean 
はプラスチック部品メーカーに非常に大きな
メリットをもたらす完璧なソリューションです。

プラスチック部品製造業者様にとっ
ての利点　 

FORMADUR PH X SUPERCLEAN

必要な保守や清掃が最小限に抑えられます。
特に、高湿度や塩分濃度の高い海気などの
厳しい気候条件の場合です

耐食性が非常に高いため耐用年数を長
くすることができます

冷却水路内の腐食から発生する物質によっ
て水の流れと放熱が妨げられることはありま
せん

弊社の Corroplast 製のモールドフレームと 
Formadur PH X Superclean 製のインサー 
トを組み合わせて使用 しても接触腐食の危
険性がありません

–

–

–

–
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FORMADUR PH X SUPERCLEAN

工具

ホビング/カ
イウェイカッ
ター

表面フライス
加工 
Ø 120

円形プレート
Ø 66

ドリル 
Ø 17.7 タップ

切削工具 P 20 - P 30 P 40 coated P 40 coated SCD PM

切削速度
vc (m/min) 40 - 60 80 - 100 80 - 120 35 - 45 3 - 4

歯当たりの送り量
fz (mm) 0.12 - 0.15 0.25 - 0.45 0.35 - 0.60 0.2 mm/U -
切り込み深さ 
ap (mm) 5.0 - 8.0 3.0 - 7.0 2.0 5.0 x D 15 x D

切削幅
ae (mm) 100% D 75% D 45 D -
機械の安定性、加工品
のクランプ +++ +++ +++ +++ +++

Formadur PH X Superclean （硬度38〜42HRC） の加工値
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C Cr Ni Cu Nb

0.05 15.00 4.50 3.50 +

析出硬化状態における熱膨張係数
(10-6/K)

20 - 100 °C 10.4

20 - 150 °C 10.6

20 - 200 °C 10.9

20 - 250 °C 11.1

20 - 300 °C 11.4

20 - 350 °C 11.5

20 - 400 °C 11.7

20 - 450 °C 11.9

20 - 500 °C 12.0

化学組成（重量％）

物理的特性

析出硬化状態における熱伝導率
(W/(m K))

23 °C 26.1

150 °C 20.1

300 °C 22.1

350 °C 22.8

400 °C 23.3

500 °C 24.1

特殊特性
Formadur PH X Superclean は、高強度の耐
食析出硬化型鋼です。再溶融により、優れたポ
リッシング性を示します。

1.2316と比較して、納入状態での硬さと耐食
性が改善されています。

熱処理
Formadur PH X Superclean は通常、硬度
40HRCの析出硬化状態で納入されます。

用途
Formadur PH X Superclean は、腐食性プラス
チックの加工に使用される工具に推奨されま
す。さらなる用途は航空機および化学工業に
おける部品です。

FORMADUR PH X SUPERCLEAN
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一般的な注記（責任）
印刷エラー及び省略を除き、予告なく内容の変更と技術的な改善をする場合がございます。
製品の詳細なデータシートは、本カタログ掲載の情報より優先されます。
所望される性能は契約締結時に同意された場合のみ有効です。

FORMADUR PH X SUPERCLEAN
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  1.2316         Formadur PH X Superclean
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